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甲子園ヘ完全燃焼
甲子園出場をかけた全国高校野球長野大会が

7月17日に開幕しました。上田市営と県営の両

球場では、 48校がベス ト8進出をかけて、逆転

打あり、ファインプレーありの好ゲームを24日

まで展開。スタン ドの応援団も、一投ー打に声

援を送っていま した。(写真=上田染谷丘一長

野吉田、 7月17日 ・上田市営)

古式ゆかしく 祇園祭

市指定文化財になっている「保野の祇園祭」

が 7月23・24日、中塩田の保野で行われました。

24日は、地区内を練り歩いた(=写真)後、最

後に塩野神社で上田城の地固めに舞ったと伝え

られる獅子舞い、少女たちのさきら踊りが奉納

されました。
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次
の
皆
さ
ん
か
ら
温
か
い
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

マ
日
本
禁
煙
友
愛
会
上
田
支
部
様

教
材
用
ノ

l
ト
千
八
百
冊
市
内
小

学
六
年
生
へ

マ

匿

名

図

書

二

十

万

円

相

当

神

川
小
へ

マ
上
回
さ
っ
き
会
様
一
万
二
千
三

百
五
十
一
円
社
会
福
祉
基
金
積
立

金
と
し
て

マ

匿

名

三

千

七

百

六

十

三

円

社

会
福
祉
基
金
積
立
金
と
し
て

マ
大
島
や
医
科
器
械
唐
様
卓
上
小

型
滅
菌
器
用
角
カ
ス
ト

滅
菌
設
備

充
実
の
た
め

マ

母

袋

徹

様

(

金

剛
寺
)
十
万
円

報
思
寮
施
設
整
備
費
と
し
て

マ
原
智
様
(
横
浜
市
瀬
谷
区
)
造

形
芸
術
品
(
三
沢
一
実
氏
作
)
創
造

館
へ
展
示

マ
匿
名
毛
糸
(
ダ
ン
ボ
ー
ル
一
箱
)

報
恩
寮
へ

マ
宮
沢
計
幸
様
(
国
分
)
車
い
す
一

台
社
会
福
祉
協
議
会
貸
し
出
し
用

と
し
て

マ
佐
藤
法
幸
様
(
生
塚
)
が
ん
具
(
百

二
十
種
類
)
市
内
児
童
館
へ

マ
東
小
学
校
P
T
A
踏
入
支
部
様

衣
類
二
十
一
点
母
子
寮
な
ど
へ
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米国進駐軍
と上田城

ぜきり

7月21日、 「部落差別をなくす市民大

行動」が市民会館で約1，500人が出席し

て行われました。大会終了後、参加者全

員で市街地を行進、市民に部落差別の撤

廃を訴えました。

上

1
ジ

l
プ
に
は
英
語
で
ミ
リ
タ
リ
ー
ポ

リ
ス
の
文
字
、
右
に
復
元
中
の
上
田
城
北

ゃ
ぐ

句

櫓
。
下

l
西
櫓
を
バ
ッ
ク
に
桑
畑
で
つ

しゃれたバンガロー 利用して
市民の森公園にこのほど、きのこ型の

パン方、ロー 5棟が完成しました。地上2

メートルの高さで、広さは 8畳あります。

この夏、家族やグループていいかがですか。

問い合わせ、わしば山荘(ft⑧0363)まで。

提供者

溝口きよ子さん

(72歳・大手町)

陽
気
な
ヤ
ン
キ
ー
に

最
初
は
警
戒

ω

二
枚
の
写
真
は
、
終
戦
直
後
の
昭

和
二
十
年
九
月
か
ら
数
年
間
に
わ
た

り
上
田
に
駐
留
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ

の
進
駐
軍
兵
士
を
、
私
の
主
人
が
撮

影
し
た
も
の
で
す
。
主
人
は
、
戦
前

か
ら
戦
後
に
か
け
写
真
館
を
経
営
し

て
い
ま
し
た
が
、
当
時
は
進
駐
軍
の

依
頼
を
受
け
通
訳
兼
カ
メ
ラ
マ
ン
と

マ
伴
操
様
(
柳
町
)
陶
芸
用
灯
油

窒
二
基
上
野
が
丘
公
民
館
へ

マ
上
田
ガ
ス
側
様
小
型
動
力
ポ
ン

プ
一
基
消
防
用
と
し
て

マ
マ
イ
シ
ョ
ッ
プ
千
曲
庖
利
用
者
一

同

様

九

千

七

百

七

十

円

社

会

福

祉
基
金
積
立
金
と
し
て

マ
滝
沢
石
様
(
諏
訪
形
)
十
万
円

青
少
年
健
全
育
成
基
金
と
し
て

I~ 点、

明・隆主化 j-

し
て
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。

進
駐
軍
が
来
た
当
初
、
婦
女
子
は

夜
間
外
出
し
な
い
な
ど
、
み
ん
な
警

戒
し
た
も
の
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
人

の
陽
気
で
人
な
つ
っ
こ
い
性
格
に
日

本
人
も
次
第
に
慣
れ
、
そ
の
よ
う
な

こ
と
も
な
く
な
り
ま
し
た
。
上
田
電

報
電
話
局
が
火
事
に
な

っ
た
時
、
ア

メ
リ
カ
か
ら
持

っ
て
き
た
ポ
ン
プ
車

を
出
動
さ
せ
、
火
事
を
消
し
止
め
る

と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
写
真
を
見
る
と
、
戦
中
・
戦

後
の
食
糧
難
を
は
じ
め
数
々
の
苦
労

が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
若
い
世
代
の

か
た
に
平
和
の
あ
り
が
た
さ
を
再
認

識
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

広報うえだ 63.8.1 【g]
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市
役
所
の
代
表
電
話

r(幻
)
4
1
0
0

「
健
康
づ
く
り

市
民
の
つ
ど
い
」
を
開
催

健
康
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
た
だ

く
集
い
で
す
。
お
子
さ
ん
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
、
家
族
そ
ろ
っ
て
ど
う
ぞ
。

マ
と
き
八
月
二
十
一
日
日
午
前

十
時
か
ら
午
後
四
時
マ
と
こ
ろ

市

民

会

館

マ

内

容

①

健

康

づ

く

り
の
体
験
発
表
⑦
表
彰
式
(
よ
い
歯

と
健
康
家
族
)
③
健
康
体
操
④
健
康

笑
劇
場
⑤
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
⑥
江
戸

家
猫
八
さ
ん
に
よ
る
記
念
講
演
「
う

そ

と

ま

こ

と

」

マ

そ

の

他

講

演

終
了
後
、
参
加
者
に
市
営
プ

l
ル
を

無
料
開
放
し
ま
す
。
ま
た
、
健
康
広

場
、
お
休
み
所
、
献
血
車
も
用
意
。

線・く詳
1 問だし
3 いきく
7合いは
4 わ。
)せ白

r台
ぷ〉、
ヱエ
グ〉

回
臣ヒ

~ 

を

臣t

~ 

保
健
予
防
課
(
内

松
尾
高
原
(
上
室
賀
)

山
菜
き
の
こ
園
の

オ
ー
ナ
ー
を
二
次
募
集

マ
場
所
市
内
上
室
賀
西
松
尾
地
籍

(
松
尾
高
原
キ
ャ
ン
プ
場
隣
り
)

マ
区
画
内
容
一
区
画
百
二
十
平
方

川
(
約
四
十
坪
)
、
募
集
区
画
は
五
十

区
画
。
区
画
ご
と
に
、
く
り
た
け
原

木
四
十
本
、
な
め
こ
原
木
五
本
、
し

い
た
け
原
木
五
本
(
種
菌
植
付
済
)

マ
貸
付
方
法
五
か
年
間
貸
付
方
式

マ
料
金
一
区
画
五
万
円
(
五
年
間
)

貸
付
契
約
締
結
の
際
に
全
額
納
入

マ
申
込
条
件
市
内
・
市
外
を
問
わ

ず
だ
れ
で
も
応
募
で
き
ま
す
。
一
人

最
高
五
区
画
ま
で
。

マ
申
込
方
法
八
月
一
日
円
か
ら
同

十
日
制
ま
で
に
上
田
市
森
林
組
合
事

務
所
(
宮
②
8
2
6
6
)

へ。

大
学
・
短
大
卒
業
予
定
者

企
業
求
人
説
明
会
を

開
催
し
ま
す

上
回
公
共
職
業
安
定
所
(
岱
⑫
6

3
6
3
)
で
は
、
来
春
、
大
学
・
短

大
・
専
修
学
校
を
卒
業
す
る
人
を
対

象
に
「
上
田
地
区
企
業
求
人
説
明
会
」

を
開
催
し
ま
す
。
上
小
地
区
の
四
十

五
企
業
が
参
加
し
て
、
企
業
案
内
や

就
職
相
談
を
行
い
ま
す
。

マ

と

き

八

月

二

十

三

日

ω・
二

十
四
日
制
、
両
日
と
も
午
前
十
時
か

ら
午
後
四
時

マ
と
こ
ろ
上
田
商
工
会
議
所
五
階

県
消
費
生
活
ホ

l
ム
講
座

受
講
生
を
募
集

上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、

家
庭
で
学
習
が
で
き
る
「
消
費
生
活

ホ
l
ム
講
座
」
の
受
講
生
を
次
に
よ

り
募
集
し
ま
す
。

マ
期
間
十
月
か
ら
翌
年
二
月
ま

で

マ

内

容

「

暮

ら

し

と

消

費

者

問
題
」
な
ど
テ
キ
ス
ト
に
よ
る
学
習

マ
受
講
資
格
十
八
歳
以
上
で
、
別

に
実
施
す
る
「
物
価
通
信
講
座
」
の

受
講
と
重
複
し
な
い
こ
と
マ
募
集

期

限

八

月

二

十

日

出

ま

で

マ

受

講
料
無
料
(
テ
キ
ス
ト
の
郵
送
費

な
ど
は
負
担

)
マ

申

し

込

み

往

復

は
が
き
に
、
①
消
費
生
活
ホ
ー
ム
講

座
受
講
希
望
②
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

職
業
・
電
話
番
号
③
(
返
信
用
は
が

き
の
表
)
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名

を
記
入
し
、
左
記
へ

。

干
3
8
6

上
田
市
材
木
町
一
ー

一一
ーー
六
長
野
県
上
回
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー

(
包
②
8
5
1
7
)

県
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集

団

地

マ

募

集

戸

数

十

八

戸

(

第

一
種
・
三
階
建
て
)
マ
家
賃
三
万

六

千

円

程

度

マ

申

込

期

間

八

月

八
日
間
か
ら
同
十
八
日
同
ま
で
マ

申
込
先
上
小
地
方
事
務
所
建
築
課

(
宮
⑫
1
2
6
0
)

み
ん
な
そ
ろ
っ
て
投
票
を

叩
月
間
日
は
長
野
県
知
事
選
挙

今月の家庭の日

8月21日(日)

こ協力ありがとう

市では、家庭の大切さを

認識していただくため、毎

月第 3日曜日を「家庭の日」

と定め、明るい家庭づくり

運動を進めています。

[>青少年課(内線1732)

【10)7 広報うえだ 63.8.

緑の羽根募金に260万円
4月、 5月の 2か月間、長野県緑の羽根募金

を実施しました。その結果、2，585，707円の募金

が集まりました。皆きんの温かいご協力ありが

とうごさ、、し、ました。

この募金は、公園・学校など公共施設の緑化、

苗木の配布などに活用させていただきます。



63年度(前期)三種混合予防接種目程表

実施日
正土民〉、 場 名 対象地区

l回 2回 3回

塩田母子健康センター
2月8 4 2月9 0 1月10 1 

塩田地区

川西社会福祉センター 体自) (日火) (火日) 川西地区

南部地区 (南天神町・界

平・北天神町・松尾田J

8 9 1 10 鷹匠町・本町・末広町・

上田市保健センター 月 月 月
大手町)
北部地区(上川原柳町・

(市役所南庁舎2階) 26 21 12 下川原柳町・愛宕町・

日 日 日 上鍛冶町・鍛冶町・上房

(金) (水) 体) 山・下房山・柳町・新田・

上紺屋町)

上野が丘公民館 神科・豊殿地区

西部地区 (下紺屋町・鎌
原・西脇 ・新町 ・諏訪

上田市保健セ ンター 8 9 1 10 部・生塚 ・常磐町・緑

(市役所南庁舎2階) 月 月 月
が丘・新屋・緑が丘北・
緑が丘西・城北)

30 27 18 塩尻地区 (秋和・上塩尻・
日 日 日 下塩尻)

川辺町会館 (火) (火) (火) 川辺 ・泉田地区

神川地区公民館 神川地区

中央地区 (横町・海野町・
原町・袋町・馬場町・

8 9 10 田町・丸堀町・木町・
上田市保健セ ンター 月 月 月 北大手)

(市役所南庁舎2階) 31 28 19 東部地区 (踏入・泉町・

日 日 日
上常国・中常田・下常
田・北常国・材木町・

(水) (水) 体) 常入)

三好町会館 城下地区

保健予防課
(内線1374)

百日ぜき ・ジフテリア・破傷風

三種混合予防接種

対象者 1>1期=①61年 1月 1日から同 6月30日

までに生まれた子どもきん②60年12月以前に生

まれた子どもさんで未接種の人(ただし、 4歳

未満) 1> 2期=①59年 7月 1日から同12月31日

までに生まれた子どもきんで 1期が済んでいる

人②59年 6月以前に生まれた子どもきんで2期

が済んでいない人(ただし、 5歳 6か月未満)

接種内容 1>1期 =3-8週間の間隔で3回接種

( 3週間に満たなかったり 8週間を越えた場合

接種はできませんので、ご注意ください) 1> 2 

期 =1期終了後、 12-18か月以内に1回接種(た

だし、 1期を 2回以上接種済みでないと 2期は

受けられません。また 2期の接種は、 1期を終

えてから正確に12か月を過ぎないと接種できま

せんので、ご注意ください)

注意事項 赤ちゃん手帳の中に接種前後の注意事

項がありますので、お読みくださし」

持ち物 母子健康手帳、印鑑、問診票(赤ちゃん

手帳の中にあります。会場にもあります)

予備日 予備日は11月に予定していますが、その

日程については、後日の 「広報うえだ」に掲載

します。
※受付時間は各会場とも午後1時30分から2時30分まで
※駐車場が狭いため、車での来庁はなるべくご遠慮ください。

健
康
増
進
の

ポ
ス
タ
ー
-
標
語
を

募
集
し
ま
す

県
な
ど
で
は
、
健
康
増
進
に
関
す

る
ポ
ス
タ
ー
と
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

マ
資
格
小
・
中
学
生
、
高
校
生
、

一

般

マ

規

格

①

ポ

ス

タ

ー
は、

B
3
版
で
色
彩
は
自
由
。
作
品
の
裏

面
に
住
所
、
氏
名
(
学
校
名
、
学
年
)

を
記
入
。
②
標
語
は
、
郵
便
は
が
き

に
標
語
、
住
所
、
氏
名
(
学
校
名
、

学
年
)
を
記
入
。

マ

申

し

込

み

ポ

ス
タ
ー
は
上
田
保
健
所
、
標
語
は
県

保
健
予
防
課
(
干

3
8
0
長
野
市
大

字
南
長
野
六
九
二
1

一
一
)
へ

。
期
限

は
八
月
二
十
五
日
附
ま
で
。犠牲者への追悼を

核
兵
器
の
廃
絶
と
世
界
の
恒
久
平

和
は
、
人
類
共
通
の
願
い
で
す
。

o 0・
-----2 問
6 ¥.、
2 合
⑨わ
O せ
1 
県
1 
某
1 
健
内マ

警防
“課
3 ~ 
3 ft 

小
・
中
学
生
を
対
象
に

私
の
戸
イ
デ
ア

貯
金
箱
コ
ン
ク
ー
ル

マ

応

募

資

格

小

・

中

学

生

マ

応
募
作
品
①
楽
し
い
ア
イ
デ
ア
が

生
か
さ
れ
、
美
し
く
使
い
や
す
い
も

の
②
材
料
は
自
由
で
、
大
き
き
は
一

辺
の
長
き
二
十
五

m
以
内
③
作
品
に

は
応
募
者
の
氏
名
、
学
校
名
と
学
年

を

明

記

マ

応

募

先

応

募

者

は

原

則
と
し
て
所
属
学
校
を
通
じ
最
寄
り

の

郵

便

局

へ

マ

応

募

期

限

九

月

九

日

幽

マ

主

催

郵

政

省

わ
が
国
は
、
世
界
唯
一
の
核
被
爆

国
と
し
て
、

「非
核
三
原
則
」
を
国
是

と
し
て
き
ま
し
た
。
上
田
市
も
、
昭

和
五
十
九
年
に
「
非
核
平
和
都
市
」

を
宣
言
し
て
い
ま
す
。

昭
和
二
十
年
八
月
六
日
に
広
島

へ、

同
九
日
に
は
長
崎
へ
、
そ
れ
ぞ
れ
原

爆
が
投
下
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
で
四

十
三
回
目
を
迎
え
る
被
爆
日
も
、
も

う
す
ぐ
で
す
。
投
下
時
間
は
八
月
六

日
が
午
前
八
時
十
五
分
、
九
日
が
午

前
十
時
五
十
八
分
。
両
日
と
も
、
こ

の
投
下
時
間
に
は
犠
牲
者
へ
の
追
悼

を
お
願
い
し
ま
す
。
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市
な
ど
で
構
成
し

て
い
る
上
小
き

の
こ
中
毒
防
止
推
進
協
議
会
で
は
、

九
月
二
十
三
日
働
か
ら
二
十
五
日
仙

ま
で
、
上
田
西
武
で

「き

の
こ
展
示

会
」
と

「き

の
こ
相
談
室
」

を
開
催

し
ま
す
。
ま
た
、
併
せ

て
「
き

の
こ

写
真
展
」
も
聞
か
れ
ま
す
が
、
そ
の

作
品
を
次
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

V
テ
l
マ

き
の
こ
に
関
連
の
あ

る
風
景
、
生
態
写
真

マ

規

格

な

ど

開

催

し

ま

す

カ
ラ

l
プ
リ
ン
ト
四
ツ
切
り

(額
ま

l

i

l

i

-

-

-

た
は
フ
レ

ー
ム
入
り

)。

作
品
の
裏
面

市

で

は

、

次

に

よ

り

健

康

ア

ッ
プ

小

野

末

次

さ

ん

緑

が

丘

北

七

七

横

沢

満

さ

ん

伊

勢

山

八

O

樋

口

千

歳

さ

ん

蛇

沢

八

八

村

山

兼

人

さ

ん

下

之

郷

九

一

水

越

正

男

さ

ん

大

屋

，
五

一

関

ひ

ろ

さ

ん

鈴

子

七

九

田

口

さ

か

よ

き

ん

倉

升

七

七

横

林

篤

さ

ん

須

川

七

一

ル

林

勝

さ

ん

林

之

郷

四

四

東
福
寺
と

も

い

さ

ん

院

内

六
七

早
川
繁

治

さ

ん

中

組

八

O

倉
沢

朴

さ

ん

院

内

八

六

伴

隆

さ

ん

柳

町

七

五

岡

田

か

は

る

さ

ん

中

村

七

六

草
井

イ

チ

さ

ん

秋

和

八

四

丸

山

芳

男

さ

ん

仁

古
田

七

六

石
井

一
義

さ

ん

半

過

八

八

伊

藤

き

い

さ

ん

松

尾
町

一

O
一

山

崎

佐

太

郎

さ

ん

矢

沢

八

O

大
島
芳
子
さ

ん

南

天

神

町

六

七

望

月

武

司

さ

ん

新

田

七

三

小

山

美

さ

ん

中

組

八

五

両

角

か

ね

よ

し

さ

ん

三

好

町

七

六

岡

田

新

太

郎

さ

ん

倉

升

八

七

林

政

喜
さ

ん

下

組

八

一

青
木
清
行

さ

ん

北

大

手

八

二

中

村

千

代

子

さ

ん

笹

井

七

五

三

浦

昭

六

さ

ん

新

屋

六

O

清
水
千
尋
さ

ん

馬

場

町

八

六

竹
内

一
布
さ
ん

川
辺

町

五

四

古
川
妙
子
さ

ん

踏

入

四

五

西

林

勝

男

さ

ん

大

屋

六
四

瀬
川

猛

さ

ん

鎌

原

八

九

竹

内

保

雄

さ

ん

諏

訪

形

七

三

新

田

静

枝

さ

ん

北

常

田

六

六

橋

詰

今

朝

雄

さ

ん

梅

が

丘

四

O

小

山

キ

タ

ノ

さ

ん

緑

が

丘

西

七

四

降

幡

寅
男
さ
ん

御

所

六

一

小

井

土

今

朝

雄

さ

ん

御

所

六

七

三

浦

ハ

チ

エ

さ

ん

下

之

郷

八

二

大

村

正

さ

ん

海

野

町

八

三

上

野

慎

一

さ

ん

半

過

五

七

西

沢

益
さ

ん

上

室
賀

八

四

黒

沢

好

さ

ん

中

組

八

五

伊

藤

茂

義

さ

ん

下

之

郷

九

O

佐

藤

幸

代

さ

ん

下

郷

五

六

柳

沢

久

男

さ

ん

御

所

六

三

松

谷

き

く

さ

ん

金

井

八

五

春
原
倉
三

さ

ん

材

木

町

七

五

花

岡

は

つ

の

さ

ん

御

所

八

四

山

口

甲

三

さ

ん

鍛

冶

町

六

四

鷲

原

喜
久

さ

ん

東

前

山

七

四

宮
崎
か
め
よ
さ
ん
緑
が
丘
西
六

O

高
本

藤

栄

さ

ん

小

牧

八

七

保

屋
野

夏

さ

ん

保

野

七

九

上

原

義

孝

さ

ん

御

所

八

一

塩
川
七
五
三
作
さ
ん

福
田

七

九

馬

場

ゆ

き

江

さ

ん

上

塩

尻

七

五

望

月

英

夫
さ

ん

大

屋

七

七

清

水

一

き

ん

畑

山

八

八

き
の
こ
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

作
口
凹
を
募
集

(
六
月
届
け
出
介

ご
め
い
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

高
橋
け
さ
子
さ

ん

新

屋

五
四

三

浦

朋

男

さ

ん

大

屋

八
九

清
水

助

次

郎

さ

ん

小

泉

八

一

小
林
寿
雄

さ

ん

南

天
神

町

八

二

関
口
繁
夫
さ

ん

下

之

郷

八

一

横

関

茂

雄

さ

ん

下

之

郷

四

O

宮
原

ナ

カ

エ

さ

ん

中

村

九

一

敦

賀

文

雄

さ

ん

緑

が

丘

西

六

二

白
鳥
元
久
さ
ん

矢

沢

五

九

納

谷

留

蔵

さ

ん

中

常

田

六

八

に

一
枚
毎
に
画
題
と
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
記
入
。
応
募
数
に
制
限

は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
未
発
表
作
品
に

限
り
ま
す
。
応
募
作
品
は
展
示
後
お

返
し
し
ま
す
。

マ

応

募

対

象

上

田

小
県
地
区
の
住
民
の

か

た

マ

応
募

先

市

保

健

予
防
課
か
上
回
保
健
所

ヘ

マ

応

募

期

限

九

月
三
日
出
必

着

マ

表

彰

上

田

市

長
賞
、

小
県

郡
町
村
会
長
賞
な

ど

・

問
い
合
わ

せ

保
健
予
防
課
(内
線

1
3
7
3
)

健
康
ア
ッ
プ
教
室

教
室
を
五
回
に
わ
た

っ
て
開
催
し
ま

す
。
健
康
生
活
の
コ
ツ
を
学
び
、
い

き

い
き
と
し
た
毎
日
を
送
り
ま
せ
ん

品
川

マ
対
象
四
十
歳
以
内
で
市
内
に

住

む

人

マ

と

ニ

ろ

市

保

健

セ

ン

タ
ー

(南
庁
舎
二
階
)
マ
定
員

三

十

人

マ

受

講

料

無

料

(材
料
費

が
必
要
)
マ
申
し
込
み
九
月
七
日

附
ま
で
に
保
健
予
防
課

(内
線

1

3

7

6
)
ヘ
電
話
な
ど
で
ど
う
ぞ
。
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

マ

そ
の
他
塩
田
公
民
館
で
の
受
講
を

希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
後
日
募
集
し

ま
す
。
詳
し
く
は
保
健
予
防
課
へ

。

日 程 内 廿，.，." 

第 9月14日(水)
開講;式、オリ エンテーション

午後l・30 講話「これからの健康づくり」
回 ~ 4: 00 話し合いなど

第 10月3日(月) 健康と運動についての講義と実技
2 午後l・30

レクリエーション、ゲーム
回 -4 : 00 

第 10月31日(月)
食事診断、健康と栄養

3 午前9・30 調理実習、歯の健康について
回 ~午後3: 30 一日の疲れをとる体操など

第 11月8日(火)
上手なストレスの解消法

4 午前9: 30 
健康と栄養、調理実習

回 ~午後3・30
いきいきとした毎日を送るための
J民坐主吾白火t人:..<コ主ミ、

第 11月21.日(月)
健康と運動について

5 午前9・30
学習のまとめ、アンケ一卜

回 ~午後I: 00 
修了式、

手づくりお別れパーテイ

健康アップ教室日程と内容
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